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英語圏における障害児の親をめぐる

　　　今日的問題一その文献的展望
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AV1e1wofthenewstud1esoftheexcept1ona1parents

　Ab8t醐⑫せWe　co11ect　and　read　new11teratures　of　the　except1ona1parents　wh1ch　have

been　wr1tten　m　Eng11sh

　Smce　PL94＿142，the　Educat1on　for　a11Hand1capped　Ch11dren　Act　passed　m1975，there

1s　effort　to　mcrease　parenta1part1c1pat1on　w1th　the　spec1a1educat1on　　It1s　necessary

to　haye　parenta1consent　pr1or　to　psycho1og1ca1assessment　of　ch11dren　m　schoo1settmgs

Then，the　except1ona1parents　are　asked　for　to　attemd　case　conferences　wh1ch　d1scuss

to　make　mdlv1dua11zed　educat1on　programs（IEP）for　the1r　ch11dren

　And　we　have　many　co11aborat1ons　of　parents　and　profess1ona1s（educator，psycho1og1st，

and　medlca1staffs）to　deve1ope　the　hand1capped　ch11dren

　Today，there1s　movement　to　rear　the　handlcapped　ch11dren　w1thm　the1r　fam111es

Ne∀erthe1ess，many　parents　demand　res1denta1fac111t1es　that　share　warm　mteract1on

wlth　non　hand1capped　persons，because　the　hand1capped　chl1dren　haYe　to1eam　how　to

stand　on　thelr　own　feet，bemg　mdependent　of　the1r　parents

は　じ　め　に

　障害児とその親をめぐる最近の英語圏の論文を集めて

みたが，先づ，症例研究，母一子関係をとらえたものを

みた。全障害児教育法の制定にともない，親の特殊教育

への積極的な参加が要請されているが，いくつかの論文

で親の新しい役割についての考察がなされていた。

　次に，障害児を，白閉症児，精神遅滞児，家庭，社会

に間題のある子ども，身体障害の子どもの4グループに

大きく分けて，親の子どもへのかかわりを研究したもの

をとり上げた。

　最後に，障害児の発達のための親同志のかかわり合

い，親と教師，心理学者，医療スタッフが共同で協力し

あうあり方についての多様な研究発表の検討をおこなっ

た。

I事例について

障害児をもつ両親の今日の問題について，ここでは，

＊島根大学教育学部障害児教育研究室

淋島根大学教育学部教育心理学研究室

子どもの成長の記録をとり上げることにする。Duncan

31）のアトランテス・ペリーについての報告を以下に要

約しょう。

　われわれは，重い身体障害の子どもたちが両親によっ

て世間からかくされ，交流のなかで生活することを否定

されていることにおどろいている。彼らの身体的特徴の

ゆえに，彼らは自らをわずらわしく考え，目立たないよ

うにかくれることをあたりまえに思っている。一

　少年アトランテス・ペリーの物語が重要になるのは，

このような意味からである。両親はひじょうに力強かっ

たので，彼はこのような身体的障害をもつ子どもたちの

多くがいだく絶望を，一度も経験しなかった。クルーゾ

ン病の一種であるアペルト症侯群の彼は，幼児期を病院

ですごすことが多かった。

　アトランテス・ペリーが生まれたとき，南部の田舎出

身の黒人の父親エルニーは，r子どもが生命を失うにし

ても，家族に見守られてでありたい」と主張した。白人

の母親バーバラは，試練に対して容易にねをあげるよう

なひとではなかった、やがて，彼女のねばり強さと闘争

sokyu
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心は争彼女を知るすべての人をおどろかせたのだった。

　バーバラはほとんどの重要な医学的決定をしなければ

ならなかった。外科手術のスケジュールを彼女が決め

た。判断を間違えれぱ，正常に発達するはずのアトラン

テスの知的発育がおくれるかもしれなかった。

　エルニイとバーバラの結婚生活に弔鐘がなりひびい

た。しかし，■夫婦は負けなかった。経験を重ね，新らし

いカをみつけだしていった。

　エルニイはニューヨーク州の危機的家族を援助する仕

事にかかわっていた。バーバラは非行少年の集団に関心

をもっていた。彼女はまた，子ども劇場のシナリオ作者

でもあった。夫婦は自分の子をかくそうとしなかった

し，里親に預けることもしなかった。

　圧追され，かえりみられない貧しいひとたちととも

に，病院やクリニックの待合室で診察の順番を待ちなが

ら，バーバラは「配慮に欠けた医療」という本を書い

た。それは貧しい人の病院での治療でよくおこる出来事

の物語であった◎この本は医学生の訓練のときに使用さ

れ，人道的な医療を求める声になり多大きな反響をよん

だ◎

　アトランテスはしっかりした自己の持ち主だった。保

育所で1人の女の子が指に水かきのついた手をこわがっ

たが，グループで外に出たときに，自分に慣1れさせるの

にその子をパートナーに選んだのだった。去年の夏のこ

と，指がほかの子のように曲がらなかったのだが，母は

彼に靴びもが結べなかったらキャンプに参加させないと

言い渡したのだった。勿諭タ彼は靴ひもを結べるように

なった。

　バーバラには「不可能」ということが納得できなかっ

た。家族はある病院の16か月のリハビリテーション計画

に参加するために，フィラデルフィアに出かけて行った

のだった。それは，這うことの正しい方法の再学習に基

礎をおいた、きびしい訓練だった。（這うことの訓練に

は，頭と左右の足に，3人の介助者が必要である、）ア

トランテスはその計画の効果には疑いをもっていたが，

母にその計画を試すよう励ました。

　この訓練のなかで，バーバラはアトランテスの語彙の

増加を図表に示して，その進歩をはげました。彼女は彼

の足をもってアトランテスを逆さで回転する運動訓練申

でも，単語カードを床に投げ，学習させたのである。わ

たくしは，このようなあまりにもきつい強制への否定的

感情をかくすことができた。そして，バーバラとその子

にとって，このびとときの行動が，信じられないくらい

大きい障碍をこえるためのエネルギーになっているのを

知った。また，それぞれの苦悩している家族は，外の世

界の判断により左右されないで，白分たちの決断による

天性に基づいた間題解決方法をつくり出さねぱならない

ということである。

　フィラデルフィアから隣人たちに送った長い手紙のな

かで，バーバラは次のようにのべている。「アトランテ

スの指はくっついていて曲がりません。彼の右限は殆ど

見えず，視線が定まりません。彼は同じ年令の子どもと

同じように話すことができません、それは脳損傷のため

であれ，病院ですcす時間が長かったためであれ，悲し

みに浸されていたためであれ，どちらでもあまり間題で

はないのです。彼にとっての回復への道は一つですから

　・・」と。

　こうして，アトランテスは地域杜会の人々からも，学

校からも暖かくむかえ入れられ，いくつもの領域で，年

令以上の能力を示し，障害をのりこえるための大きな勇

気を示したのだった。

　Cummghamら28）はタウノ症児の早期診断にたいす

る親の希望を発表しているが，その末尾に高令出産でダ

ウン症のメラニーをもった母親の手記がのせられてい
る。

　医師たちが彼女のベットをかこんで立ち，1人の医師

が「こんどの赤ちゃんは，これまでのあなたの子どもさ

んたちとちがうのです。少しおくれるでしょう。この子

には余分の愛と理解がいるのです」と告げたとき，母親

は激しく動揺するのである。

　しかし，そのことを夫と話し合ったあとで，彼女は自

分には3人の男の子とメラニーがいて，とても4人が好

きなのだと感じ，ゆったりした気持になり，病院のスタ

ッフに感謝して退院する。

　家に帰った彼女の依頼で，病院の医師により紹介され

てセンターからカウンセラーが家へ派遣された。最初の

訪間のときに、約3時間かけた話し合いのなかで多彼女

の心のしこりはとけていった（「その人は，わたくしを

誇らしい母親に感じさせてくれました」と彼女はのべて

いる）。

　彼は疑間のすべてに答えたのだった。彼らは6週毎に

家庭訪問をし，メラニーの発達をヂェックし，新らしく

助言をしてくれたのである。彼女はダウン症児には1個

の余分の遺伝子のあることと関係づけて，次のように結

んでいる。

　「その余分のぶんだけ，メラニーには愛情が余分にあ

るようです。メラニーは誰でも愛し，幸せで，朝から晩

まで笑っています」と。．

　このように障害児を受容するための医療スタッフのア

プローチが必要であろう。
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　Tron1ck82）は，生後1か月から4か月の赤ん坊と母

親との相互関係について、実験室での観察をおこなって

いる。

　実験は3分間の母と子との相互関係を，自然の形と，

母が仮面をかぷったように表情を変えない形とでおこな

い，2台のテレビカメラで両者の表情を追ったものであ

る。母が表情を変えない実験場面では，椅子に坐った赤

ん坊のほうに母親が近づくと，赤ん坊は母を見上げ，母

親に視線を合わせて笑いかける。やがて，仮面をかぶっ

たような母の表情に、赤ん坊は渋面をつくり、真剣な表

情になり，ついには身体をねじり，指をしゃぶり，頭を

動かし，足に視線をおとしてしまうのである。かかる実

験から，Tron1ckらは子どもの情緒的安定に及ほす母

親の態度の重要性を指摘している。

　ことばの発達について，Cohenら20），Dumら32），

Rathbone67）の発表があるが，Cohenらは，24ヵ月の

言語理解のよい子とわるい子について，実験室での養育

者一子どもの相互関係をくらべている。言語理解のよい

子はそのわるい子と比較して，養育者が積極的に子ども

に働きかけ，子どもの言語表出も多かった。両者の相互

的交渉がさかんであった。Dunnらは、母親が絵本をよ

んでいる時の方が，忙がしく働いていたりリラックスし

ていたり遊んでいたりする時よりも，子ども（18ヵ月か

ら29か月）が言語を獲得しやすい状態にあることを発表

している。また，経済的に家庭を申級と下級に分けると

き，働いたりリラックスしたり遊んだりしている時の子

どもの言語獲得への働きかけでは、中級家庭の母親がよ

りすぐれていると述べている。

　また，Rathboneは保育所に通っている子どもの母親

に，教育計画の一環として10週間の言語発達のためのプ

ログラムに参加させたところ，子どもへの明らかな影響

がテスト結果にあらわれたことを報告している。

　Johnson46）は，就学前の子どもの実験室での母一子相

互関係から，象徴的遊びの発達に及ぼす母親の影響を検

討し，遊びやおはなしの場面での子どもの空想の発達に

は，母親の空想的遊びが有意にプラスに影響しているこ

とを報告している。

　Chamber1m17）は，子どもを2才から小学校1年生

まで追跡調査し，子どもに権威的な母親と子どもに協調

的な母親の結果を比較した。権威的に育てられた男の子

に比べ，協調的に育てられた男の子の家でのふるまい

は，母親によりプラスに評価された。また女の子では，

協調的に育てられた子のほうが，1年生の担任薮師から

プラスに評価された。この調査からは，権威的な育児

が，子どもを攻撃的にしたり，抑圧的にしたりするとい

う結果は出なかった。

　Toub81）は，かんしゃく，多動，奇妙な行動などの

間題行動のある子とない子の母子相互関係を実験室で，

パズル，積木つみ，物語りをよむという3つの課題を与

えて観察した結果，子どもの質間が問題のない子のグル

ープに多かった。また，母親の命令，子どもの拒否が問

題行動の子のグループに多かった。

　Cameron13）14）は，チェスとトーマスの調査に基つ

いて，親の養育，子どもの性質，子どもの問題行動を分

析した。その結果，（1）子どもの性質は，先天性の素質

の函数でも，遇去の経験の函数でもなく，両者の反映で

ある　（2）親の行動と子どもの性質が加わって，子ども

の問題行動が現われる源となる　（3）子どもの性質は，

軽い問題行動と関係する。重い問題行動で，親の病的態

度（子育ての葛藤，拒否，無意識的な強制など）と関係

するのは女子の場合であり，男子の場合は無関係である

という結果になったと報告している。

　またFosterら33）は，問題行動のある子をr障害的」

と両親が思うのは，子どもへの希望のなさの投影であ

り，怒りに対する防衛として説明できるとのべている。

セラピストは，両親の自分たち及び子どもへの認識を深

めること，子ど毛を両親が望むように変えることができ

ることを，両親にわからせねばならないと彼らはのべて

いる。

皿　PL眺一且幽と親の教育参加

　アメリカの障害児の教育の権利はいくつかの法延での

争いからかちとられてきている。Yosh1daらg1）92）によ

れば，ブラウン対教育委員会（1954）の裁判で，多くの

軽度精神遅滞児はふさわしい教育を受けていないことが

指摘され，ペンソルヘニア州精神遅滞児協会対ペノソル

ベ土ア州福祉局（1972）の裁判で，重度障害児が治療教

育を受ける機会から閉めだされており，それを正すこと

がとりあげられた。こうして1975年にPL94－142（全

障害児教育法）がつくられ，全ての障害児には，その障

害の重さとは関係なく，ふさわしい教育を受ける権利の

あることが定められたのである◎

　PL94－142の制定は，親の特殊教育への参加の必要

性をましたが，Yosh1daらは障害児にたいし，その子

にもっとも適切な教育を実施することの決定のモテルつ

くりをしている。彼らは，その決定に，（1）学校スタッ

フが学校の成績や心理的測定をだし，家庭状況や医学的

データについての情報を集めるインプット期　（2）これ

らの情報にもとづいて，就学委員会が開かれ，討議され
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ない。アミイのイライラがたかまってゆく。

　3　6か月目では，椅子に坐った姿勢でアミイは胸を

母親につき出し，母親に笑いかけている。母親は笑顔を

返しているが，身体をアミイに近づけない。

　4　9か月目のフィルムでは，母親がうしろに立って

アミイを歩かせている。上からアミイの手をおさえてい

るので，赤ん坊は自分の体重を支えきれなくてパニック

状態になり，母親の身体にすがろうとしている。アミイ

は母親の顔を見ようとするが，．母親は気がつかず，た

だ，前に歩かせようとしている。

　5　18か月目のフィルムでは，アミイは母親の膝で泣

いているが，母親は胸を合わせようとしない。

　家族フィルムの研究から、MaSS1eは，子どもの出生

後からただちにおこる子どもと母親の相互関係のあり方

が，神経系の発達や，心理学的，行動的発達と結びつい

ているとのべ，それがアミイの精神病め発病に大きな役

割を果していると推論している。

　このように，Massieは精神病児の発病についての母

親の問題をクロースアップしているのだが，Cantwe11

ら15）は，白閉児の母親と発達性失語症の母親につい

て，子どもに対して使われる母親のことばを多角的に分

析したが，両者の間に，差異を認めなかった。また，

Lemoxら49）は，普通児の両親と比較して，自閉症児

の両親に特別な思考障害があるのではないかと仮定して

心理テストを実施したが，その仮定は否定されたとのべ

ている。

　Marcus52）は，最近の子どもの精神病の病因は単一

と考えられないで（例えば，母親の病的態度として，又

は子どもの脳障害としてとらえないで），多元的な決定

因子が探り出されようとしているとのべている。

　彼はこうして，精神病児をもつ親のストレスの原因と

それへの対策について次のように指摘している。

　1　一般的影響：家族は絶え間のない不安と心配にさ

らされる。しかし，多くの家族にとって、情緒的な緊張

は，家族のひとりひとりの成長，自已の自覚に導く。

　2　コミュニケーション能力と学習能力：親には子ど

ものコミュニケーションと認知の障害が次第に明らかに

なってゆく。

　3　行動特性：子どもが極端に受身で，ひっこみ思案

のとき，それは家族の負担になるが，多動で，衝動的，

破壊的なとき，また強迫的のとき，家族はさらにわずら

わされるのである。

　4　地域杜会との交渉：家族は子どもの養育に時間を

とられ，地域杜会から孤立する。つらいのは，理解の欠

如事非難である。臨床医が親の感情を無視することもよ

くある。

　こうして，Marcusは，精神病児の家族研究は今日で

は病因についてのテストから，有効な対策をどのように

たてるかへと変ってきているとのべている。

　Cu1bertsonら27）は1O名の自閉症児の両親に面接した

が，（1）7人の親は，1才乃至1才半以前には，問題を

感じなかった。3才までに10人の親全部が，子どもが普

通に発達していないと感じていた　（2）9人の親が最初

に相談した家庭医や小児科医から正しい診断を受けなか

った。親は最終的な診断までに，いくつもの機関を訪れ

た　（3）7人の親は母親のカウンセリングと子どもの遊

戯療法を受けていた　（4）1年間から7年間つづいたこ

れらの治療結果は思わしくなかった（5）こうして，学

習と発達に基礎をおいた教育プログラムによる学校と家

庭でのスクーリングを行った，という結果だったと報告

している。

　ブレノトウット治療教育セノターのKe11eyら47）

は，学校教師と家族との関係にっいて，教師は家族のレ

ディネスを無視してしつけや行動変容のやり方や健康ケ

アーを要求するので，親たちは学校の期待にこたえられ

ずに欲求不満になるとのべている。

　こうして，次のようなことが家族の手助けになること

を教師は心得ておくべきであると考えている。

　1　親たち同志の討論会をもち，同じ間題をかかえて

いる親が自分以外にもいることを知るのは有効である。

　2　学校での出来ごとを家族に知らせる。

　3　子どもひとりひとりのカンファレンスを，家族と

学校スタッフー言語訓練士，作業療法士を含めた

がもつ。

　4　家族のグループの集まりも，親の不安を軽くす

る。時には別の親が，子どものための教育計画を示唆し

てくれることがある。

　5　学校では解決できない複雑な家族の間題には，教

師は適切な機関に紹介すべきである。

　さて，家族が自分たちのこの二一ズが受け入れられて

いると認めるとき，家族は教師の効果的なパートナーに

なるのである。かかる親の役割について，Ke11eyらは

次のようにのべている。

　1　親やきょうだいからの情報が，自閉症児の早期発

達のためのくわしい材料になる。

　2　家庭での毎日の行動についての報告が子どもの進

歩を示してくれる。

　3　学校プログラム（例えば，ことばや自立の訓練）

を家でも実行することは，とても効果的である。

　Casey16）は4人の白閉症児（6－7才）のコミュニ
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で，前向きの態度が大切である。

　4　最初に親に話してからは，親の疑問に答えるため

の短期間のうちにくり返される話し合いが必要である。

これらが，彼らの得た緕果であった。

　Sprmgerら75）は，1970隼以後に生まれたタウノ症の

親について調査し，親の態度や養育に及ぼす医師の早期

カウンセリングの影響が減少し，それに反して，個人的

なフィーリングや自身での調査，親の会からの情報の影

響が大きくなっていることを報告している。また，新し

く子どもを持つかどうかの決定は，遺伝相談よりも，そ

の子どもを養育する余裕があるかどうかに大きくもとず

いているという。

　Springerらは，医師による早期カウンセリングで

は，ダウン症児の発達可能性への期待，子どもをr普通

の子」のようにとり扱うという励ましが大切であり，発

達をうながす大きな力は，温かで，刺激的な家庭と地域

の教育機関にあることを強調すべきであるとのべてい

る。

　L1ptonら50）は，親と臨床医とのコミュニケーソヨノ

の問題をとり上げている。精神遅滞の程度が重いほど，

両親には，フランクにそのことを伝えることができるこ

と，また親の情緒的適応が良好に思えるとき，臨床医の

親への情報は正確になり，情報を親が耐えられないと思

うとき，それは不正確で莫然となった。また，経験深い

臨床医は，いく年もをへて診断を正しく伝える手続きを

身につけてきたとのべている。

Wik1erら86）は，精神遅滞児の親とソシアル　ワーカ

ーに質問紙を送り，精神遅滞の子どものいるということ

は，親にとっては，慢性的な悲しみか，時間的に克服で

きる悲しみかを調査した。ソシアルワーカーは，それを

時間の経遇により解決される間題と考えているのに対し

て，親自身はそれは間歌的にやってくるとのべている。

子どもの発達がつまづくとき箏いつも親には悲しみが訪

れてくるのだが，それは異常な状態への普通の反応であ

り，精神遅滞者への生涯を通じての持続的なサービスが

必要となるのである。

　さて，Buckha1tら11）は，10組のタウン症児と母親

と1O組の普通児と母親について，言語的，非言語的相互

作用を，実験室内で観察した。彼らによれば，タウノ症

の子どもの親へのほほえみや話しかけが，普通児のそれ

らに比べて少なかった。また，ダウン症児の親が子ども

にことばを話しかける速度が普通児の親に比べて早かっ

た。Buckha1tらはタウン症児のことぱのおくれに，養

育者が準備する環境刺激が関係するとのべている。

　He1fetz40）は子どもの行動改善のために親を訓練す

るプログラムについての最近の論文には3つの間題点が

あると指摘している。すなわち，

　1　行動療法的アプローヂによる行動の改善は，ただ

目標とされた行動だけに限られ，．汎化（プラスであれ，

マイナスであれ）についての評価がない。

　2　多くの訓練計画は，不適応行動が短期間によくな

ったことを強調している。子どものおくれを，長い時間

かけて訓練するという報告にとぼしい。

　3　訓練が狭い限局された行動の改善をこえるとき，

親の訓練のための専門家の少いことに直面する。

　He1fetzは遅滞児の行動変容一自立スキル，ことば

の発達，間題行動のコントロール，遊びの4種類がある

のだが一のための手引書を親に与え，子どもに対して

手引書の利用が有効であることを報告している。なお，

その際に，手引書だけでなく，電話相談を加えたり，グ

ループ討論を加えたり，グループ討論と家庭訪間を組み

合せたりして手引書の有効性を強めることを検討した

が，電話相談を加えても，成果が認められなかったとの

べている。

　Brasse11ら10）は，精神遅滞または運動機能障害のあ

る子ども（平均年令は21か月，91名）の母親に認知訓練

のやり方を教え，子どもの発達に有効であったことを報

告している。

　De皿bmsk129）は，学習障害児をもつ親が教師，心理

学者，医師に求めているものについて，アンケート調査

をしている。結果は

　1　親には，専門用語の使用が難解である。

　2　カンファレンスに参加したい。

　3　子どもの理解のための素人むきの学習障害につい

ての解説書がほしい。

　4　子どもについて記述された報告書のコピーがほし

い。

　5　親は，医師と教師の間の密接な連絡を望んでい

る。

　6　rどうして」についての助言を望んでいる。子ど

もの教育にも親もかかわりたいと願っている。

　7　親は，子どもの杜会的，学業的成就についての知

識を望んでいる。

　8　親にとっては，心理学者や医師より，教師とのコ

ミュニケーションの方が直接的であるので，教師の役割

と責任に大きな期待をもっている。

　このように親は子どもの問題と能力についての誠実な

評価を求めており，そして学習障害児の発達は親と心理

学者，医師，教師の共同作業がうまくなされているかど



. ri~:~::, 

/'--"----'~"-<~o ' /J¥~.*~~~7 ~~~F j~~i~~C ~ 35 

~~>IC~>~>1) c~~~ ~) ~~~ ~ I~~~~CV* ;~ . 

McManman ~57) I~~~~~~~IC ~~~t-* ~:~ll3~~*~~y~:CD ~I 

~ > ~ir-~/ = ;/~ J; < ~~ ~ ~ ~ ~･~*~s<h~~8~t~:~tfi~I~, 

~~~~~~~;a)~7 ~ * ~ir-~/ = ~~~~~~~~~~ C ~ C"~"a5~ ~a) 

~~, ~~:~)if)v-7plCf~~1~~~"~~"~;'^~lc~~~~~~:~:~~Q~~7-*:1 ~ -

~ir-~ ~ :/~~i~~~)~:~~IA~~~;~~. ~{;~i~~~ ~ ~O)f~:~~) 

~ ~ * ~~r- ~/ = :/~)~(~;h~~~ ~tLt-,_~~1~~~U~V~;~. 

~~t-*. Veltkamp ~84) I~. ~~z~i~~~:,~!~b ~*~~~~~~i~y~! 

t~:*~~;'~~,~~A~f~~!~ ~ ~{z!~~ ~ ~)~~:CDi7')v- 7pl(L-, f~~1 

~~~~~.'~*~~" ~)1C~~~)~t~-･-'~R~l~b. (7 ~~-VI~~)) ~*~~'7J*~7A~l77 

r~ -~~~~~~. )~'~*~~~i~<8~~~5~f-*C ~ ~~~l~~~~1;~. 

VI ,U*~~~i~ ~~~~'tT~l ~di~O),j~~~~ ･ ~:~I -

~~;~~~t*~O)?~~ 

Teichman ~79) I~, ~~:~~~~i~~~ ~ ~)~~~~~,f~t (A~~El 

t~(*, ~:,~*~~~lf~:*) iC1)V~C~t~~1J, i~~,~*~lc~~L/~. ~f~}}C 

tC~+~;~~~Z~~,~~~)~~~Ll~)'1J+f~*V~ (L~ ~ ~~:ufC. ~~~ l~, 

~~C~,~~e~ ~~~:~> ~ ~:~Zu~ f~;~}cn~ley ~ ~~C V~ ~ ~ ~) 

~C~~;~. ~~1C. Schaengold 72) e~, i~~~ ~ ~) ~~:~~~1c 

l~. 'X*~i:~~)~~~~>f~:, ~~~8~lt~:~~;C~~~~)~' ~Q~~)~~t~(* 

'f~~~U~~~ O~V~ ;~ ~ C~)~~CV* ;~ . 

Gauthier ~ 34) e~ ~~/~~c' < yE (14~>~l -30~>~1 ) Ic 

~V*~*---'~1~~~, ~~~1S/7~1*~)~~/~~<y~:~)~l~-~~~]f.~I~5~;~ 

<T~rl)C~~~;C~, ICt~-~~~)~(~f(L r~~A.~･<~)~: 

~~I~f~(*;~J ~~~~:~~.7C~~{~~uCV*;~. ~I~, ~~/v~' < 

CO~~f~~~l ~~!~~ ~ ulC~) 7 l/ )ly~~- ~ ~~8~td~*~~~: ~ ~)~~~0) 

~~~~I~~I~~ ~ ~~!~~ ~ ~L,t~:~> 1) tc. 

D~iL~~~jC}~ ~1~)~'*"_*~~~~~ r~1~~~;~ ~ ~~~~i ~ tLC V~ ~' ~~, 

Crow ~26) I~u~:~~~y~;~) ~:~~~~~:~~I~)~1~~~~u, ~f~t 

~)~~:~)~~~~. D~:L~~~)~'Q~;:~i(L-~U < , n~izL~~1(!~~t~~J~ < t~L* 

~I~.._"'1~~~~:~ fC ~ V~ 5 ~~f~;~~l~~? ~~VI ;~ . 

Goldberg 35) I~, ~~~~~EO) ~~:"I~!~'1x:"+'~~~~a) 5 ~~~~U}(L-~V* 

~~i~~u~V~;~~~, ~~~~;~B~~~11C, ~~:~>~~j*~f~~~ C 

~ ~)~~~~~;~i~)j~~l ~ t~:* ~ ~~*~. ~~~#~_~}~sL=i~~~~~~:O) 

~~~~;~ ;~ B~i~~~~;z~) ;~ ~ ~)~~~V* ;~ . 

Wolks ~88) }~~~~#~l~)~~EIlc~~)V~~~1~{~U~V~~. 

~~~~<L~kl~~*~~iCe~~~f~~:~>~~)~i~~~ < , ~~~~~~~v'J+td!*V1. ~~~C 

~!~)~ / h ~~ 'v~>~~~~ ;~ C ~. ~;t~~?i~~1~):1 :/ h 

r~ - )v~~~~~ ~~ ~ C ~ ~ V+ 5 ~~~;t.- f~(* ~ t-*. ~~ ~ C~) ~~; 

I(!~~V*~CD 4 / -~;~~~; < , ;~'~7 :/H~ ') :/tf;~x~eytC~~ 

~~j~/~ L=V+;~ C ~ ~ R~I ~~>e(L-t~:1) fc. 

Pa.ssman ~62) e~. ~~~~~ c~C~.-. h ~;~~~~"'~~~Cl)~~1 

~)~F~ ~~~)~~C~~,~~ (~~~) ~)~~!=~~~*~~!~~fC. ~i~~l~f~ff9 

~)~f~F~;~E~b~~l~:~tCD~~~..~) ~~~t~:V*~;~~:e(L- ~ . ~~~~~.~~8~7. h 

~ 7~eC J; I) t- ~ ~~(2)~=-~~i~~~~5C ~ ~' ;~ C ~ ~~~ ~tj~ 

V*;~. Paulson ~63) I~, ~lf~,+~~~FEIV*C:~~~ ~ ~~~f=~P*' 

~~~~~}a)~i~~t~t~~;u~~ 5 ~~~;~tC~~, ~!~~i~r(L-f~ ~ ~ 

f~(*-T'- ~ ~'f~* ~ (L~ ~~~ c=~ f~(-~>~' 7C ~ CD~tCV* ~. 

Sumit 78) }~~~ ~ Q)~~f~CO I ~(Z)~i~~ u~~EE~~:~~~ 

~)~~~~~~ ~JiefCV~;~. ~7c. Crain 24) e~, ~*F~~*~i~ 

?f~*a)~~i~~:eC=F~: ~ ~ ~~ ~ i~~ ~ ~ ~~f~~i~~)~f~~lc~ td!* ~ (L~ ~ ~) 

T~f~~,~E~ ~~~iJ~ ~~:L~~~ ~Jief, (L- tL~~) :~~~ ~ IC~ 

~~, ~~:~>~ ~!~~A~~>~ ~ r,~~~*tL~~~CJ V~"o ~a)~~V* 

;~. 

Derdeyn 30) I~. J~'~~~tu7c~~~~ ~ eC~V^~~)~~i~~~ 

~ i7'~ ~ ~~:~1C1)V+C~~Il,~~j ~, i~~~~ ~ ~)=- ~~~~:~ 

~~j~/7J*1(!~=~~~:~IC Ji c=~1~)~f~~lj~~'-'=~~1*~) ;~ ~ ~ ~;~) ~ ~ ~) 

~C~~~. ~* ~C, i~~~~ ~~~~~:~)~~~~,-f~;~A~~~1C~~~C 

l~'[~:~:~ ~~ ;~ ~ ~ rL-' ~ ~)~CV~ ;~ . 

Jensen ~45) I~, ~~~Uf'~'~fi c~~ ~ J~:~)~L~:~~~~~~,~ 

~~~~~tLtcf~~~'~:~~aj) ~ , ~i:~f~~~e(L-~~A~~~II~~~;~ ~ ~ . 

-~~ ~ ~~1'- ~ ~)~~~:rF;~It*- J~ ~ ~~;~~~~~~c~ 7;) ~~~{~i~~ 

V* ;~ . 

~~, Nayman ~58) I~. J~f'~~tLfCi~~~ ~ ~~~~~S~~) 

~~;~>~}~td(~~1* Fi~~Si~)~~:~ ~~fe*~7~-~~-~I(J-

)~,-I~~ C ~ eC~~*~. Z~:C~)J; ~> I(J-~)~~V~;~. 

l ~}~)~L~=~l*~lc~I~~tf~j~~'~~:~)~~~~:~~~~1.*- ~; < ~~fCf~i~~~~~3~~~~~~; 

~)FFI c=~~;~;~~i7;) ~)~~ ~ ~ ~ ~ ･~~~~~;A'･J~Z~) ~. 

2 r=~~~ut(L~e)~~~~*.'.~~tL-~~~~-~il~, ~f:~~fh~;f~~l~~~: 

u. ~~~~~~~~}c~i~i~ ~ ~) ~ ~ eCJ~:~~ ~ ~LtC ~ t~~~:~ tLt-* 

~ ~~V*;~. 

3 ~~~td:~:I~ ~1~)~~~=F~~~~~iA~4~lC7 V~~~;~~l) 

~ ~ )~'~~~~~;~~td~*~~;P'~"~fT c=~) ~' . 

4 ~~~~(Z)~:~~~0)iCU~>iC~~~;~(L- ~. ~~:~)~~jJ~ 

rf~ ;~~)f~~i~~~"~~4~~~ ~~ej ~ c~ ~~~)~(~D c=, ~1~:~~~)~] 

L~~~~~)"f~~~?3~: < ~;~ C ~ ~~~~!~lC ~ tLfd!~e~tLi,~t~!* ~ td(-V~. 

Holmes 42) j~, 7)v:1 -)vFFli~~tC~~~ ~ < ~C~* 

7;) ~~;~;~) 7 )v :7 - )~ H~l~~~~)A~ (Alcoholics Anooy-

mous) ~)J~ 5t~-. :~~~~~~:f'*~F~~~!tC~C~~~;~;~)~~: 

~)A~ (Parents Anonymous) ~~, ~f- ~ ~ ~)~~~~~~<r 

fC~)}C)f~~ t~~~~!~j~~ ~ OC ~ ~~1'f~~~V* ;~ . 

Ct~~~ c=~~~, ~~A~~~~Ei~:~b~C4~8~~~U~ (~;~!~IJ~~~~s 

~~fC) h~~~~~!~ 1) < ~ t-*'~~V~~)~LC~7C~~. Piuck65) 

}~~iC[~I~~~i~CD!~i~~ ~ ~)~:=f~ '~ ~ - :/(Z)~{i:f~!~ ~~, ~~:Cl) 

~i~~I~l~~f'~i~b ~ ~;i~~~:C~~~I~EIC J: ~ f~:~~ ~ tL~~1l~td~* ~ td~-V~ 

~ V~ 5~1~)F+'J_~~~~~, i~i~~ ~ ~),~f~~8~, ~DA~l~~~~~Tl~llt. 

sokyu



36 英国圏における障害児の親をめぐる今日的間題一その文献的展望

るとのべている。子どもの怒りは，マイナスに作用し，

恐れやアクテングアウトとなり，子どもには内的抑制が

おこらず，ただ，外からの抑制だけが望まれるのであ

る。こうして，言葉の発達がおこらず，それとともに，

白我も超自我も発達がおくれる。彼は子どもの言語の発

達のための努力が大切であるとのべている。

　JasOn43）44）は，経済的に恵まれない家庭の子ども

（12か月～24か月）で間題行動を示す子どもの発達の援

助のために，母親に訓練を実施した。その結果，母子の

相互関係が改善され，子どものことばの発達がみられた

のである。

　また，Wyatt　gO）は黒人の母子関係を，黒人の文化的

背景のもとにとらえるために，研究者が黒人の中へもっ

と入ってゆかねばならないことを提案している。また，

Todacheeny80）は，ナハホイノテアノの特殊教育の歴

史にふれ，特殊教育をうけるインデアンの子どもを施設

から家庭へ帰す計画についてのべている。

w　身体障審児

　視覚障害幼児の親や，これらの子どもとかかわる人た

ち一県育園教師，寮母ら　　は，子どもができるだけ

普通の子どものように成長することを学ぶ必要がある。

こうして，Hi1141）は，就学前の盲児のコミュニケーシ

ョンのために，親や関係機関の人が配慮するいくつかの

ことがらを提案している。

　Brase19）は10才から18才11か月までのろう児（者）

の言語発達について，幼児期と早期学童期の親の影響を

調査した。親が子どもに手話を用いたか，口話を用いた

かに分けたが，前者の方が後者に比べて，ことぱの発達

がよかった。また，Cohen19）は，ろうの青年の問題を

とり上げている。青年期は，家族から独立し，社会的役

割，杜会の中での自己の個人的目的を追求する時期であ

るが，ろう青年は若者に共通な問題、冒識をもちながら，

身体的ハンディキャップ（聴覚障害），そのための家庭

の中での長い葛藤から普通の青年の受ける圧力以上のも

のを受けると考えている。しかし，親の支持や教育機関

や杜会の人たちの思慮深い計画を受けながら，現実を受

け入れ，共感し，高い自已認識をもつとき，ろう者の青

年期は一健聴者のように一不安ではあるが，魅力的

な出会いの時期になるのである。

　Harper39）は，肢体不自由の青年に対する母親の態

度を調査しているが，彼らは肢体不自由者の母に比べ

て，健常者の母の方がその態度が押しつけ的であるとと

っていた。そして，肢体不自由者に対する母親の特異な

態度は予想に反して殆どみられなかったのである。

　Sprmgら74），Wha1ey－K1ahnら85），Ca1hom12）

は，多動児をとりあげている。Sprmgらは教師と親に

たいして薬剤（中枢神経興奮剤）の多動にたいする影響

をしらべた。その結果，教師は薬剤の有効性を認めた

が・親はそれを認めなかった。Wha1ey－K1ahnらは，

中枢神経興奮剤は家族が暖かく，受容的であり，子ども

白身の多動の激しい場合に，その効果が著しいことを報

告している。また，Ca1hOunは，薬剤を用いないで，

多動児にかかわるための学校と家庭での手だてをのべて

いる。学校教師は，（1）教室の隅に坐らせる　（2）その生

徒が椅子から立とうとする前にほめること。例えば，

「みなさん。ごらん。フィリップはとてもすてきに坐っ

ているでしょう」と話す　（3）黒板ふき，スナックタイ

ムの手伝いなどその生徒に動くことを許可する（4）休み

時間に思い切り運動させる　（5）放課後に課外活動に参

加させる　（6）アクテングアウトを認めないというクラ

スにすること。両親は，（1）子どもに楽器（ドラム，ピ

アノなど）を演秦させる　（2）スポーツ　（リトルリーグ

など）をやらせる　（3）さまざまな練習の記録向上をは

げますことが大切である。

　Cramb1ltら25）は，4才7か月の言語障害児を1才

年下のいとこ（普通児）と比較し，両親は，言語障害児

に対しては，短かい，簡単なことばで話しかけているこ

とを分析している。

　Petersら64）は，子どものコミュニケーションと言語

発達の促進のためのプログラムを親に教え，親が「教師

のように」子どもとかかわることの大切さをのべている。

　C11ffordら18）は，11才から20才までの，先天的な身

体形成異常者，後天的な身体障害者について，彼らの出

生時の親の態度を質問紙で調査したが，それには出生時

の親の反応についての青年の投影された感情と，』彼らの

身体障害についての現実の葛藤があらわれたと解釈され

たのである。

　Pambackerら61）は，アメリカの口蓋裂の子どもの

リハビリテーションのために親と専門家が協力するため

の次のような提言をしている。

　1　新聞の発刊により，親と専門家を緕びつけること

ができる。

　2　利用できるサービス機関を均等に地域ごとにつく

ってゆくべきである。

　3　臨床的，訓練的プログラムが充分に検討されるべ

きである。

　4　本人，専門家，親がどのような教育が必要かをた

しかめる。

　5　治療後の追跡調査も必要である。
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